
 

 

【令和７年度 政策・調整会議】 

件 名：新川崎・創造のもりにおける新たな立地誘導・投資促進制度（新川崎イノベーション 

拠点整備補助金制度案）の策定について 

日 時：令和７年８月７日（木）１０：０５～１０：１０ 

場 所：本庁舎７階特別会議室 

●付議理由 

川崎版イノベーション・エコシステムの実現に向けて、「量子イノベーションパーク」の中核

となる新川崎・創造のもりにおける立地誘導・投資促進制度（新川崎イノベーション拠点整備

補助金制度）を創設し、最先端企業や高度人材を惹きつける、最高水準の研究開発拠点を形成

するため。 

 

●付議概要 

新川崎・創造のもりにおける立地誘導・投資促進制度（新川崎イノベーション拠点整備補助

金制度）を案として取りまとめる。 

＜案＞ 

１ 制度の目的 

「量子イノベーションパーク」の中核となる新川崎・創造のもりにおいて、量子・AI・半

導体などの最先端コンピューティング技術に関する知と人材の集積を図り、川崎版イノベー

ション・エコシステムの形成を推進する。 

２ 制度の基本方針 

最先端技術分野において競争力を有するトップ企業や有望なスタートアップの立地と集積

を促進し、イノベーション創出の好循環を実現するには、高度人材を惹きつける最高水準の

研究施設を整備し、企業が投資・挑戦しやすい環境を整えることが不可欠である。そのため、

市が先導的に支援する制度を設けることで、研究開発機能の高度化と立地促進を両立させる。 

３ 重点的に取り組むべき施策 

新川崎・創造のもりにおける立地誘導・投資促進制度の創設 

・最先端企業及びスタートアップの立地と、研究開発拠点の整備を後押しするため、新たな

立地誘導・投資促進制度（新川崎イノベーション拠点整備補助金制度）を創設する。 

・本制度により、最先端企業の立地誘導に繋がるラボ機能や、入居企業・外部主体との幅広

い連携・交流を促す機能を備えた賃貸型研究開発施設の整備に対し、一定額を補助するこ

とで、企業の立地誘導・投資促進を図る。 

 

●主な意見等 

・よりよい拠点整備につながるよう、関係局と連携して十分に調整を図りながら制度創設を進

めること。 

 

●結論 

案のとおり了承。 

 


